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調査日           　　　　　調査員           　　住宅地図　　    　頁　写真枚数  　　　　     枚 

写真番号(　　　　)－(　　　　　)～(　　　　　)

A.建物番号             B.表札 　    　   　 氏　 C. 応急危険度判定 1. 無　2. 有（赤・黄・緑）

D.建築年　1.非常に古い　2.古い　　　3.新しい　　4.不明　5.推定(　　   　年頃)　6.聴取(　  　　　年)

(築30年以上)　   (築30～10年) 　(築10年以下)　　　　  　

E.建物用途　1.戸建専用住宅　2.長屋住宅　3.共同住宅　4.併用住宅　5.店舗　6.オフィス　7.その他　 　   
F.構造種別　1.木造（伝統・準伝統・在来・壁式・（　　　　　）） 2. S造(   ×   )　3. RC造(   ×   )　4.その他

G.建物階数　1.平屋　 2. 2階（ピロティ無，ピロティ有） 3.（          ）階（ピロティ無，ピロティ有）
H.主被害階　(　　     )階　 (主な被害内容　　　                                             　)
I.屋根形式　1.土葺瓦　2.土無瓦　3.金属　4.スレート　5.その他　6.不明

J.屋根被害　1.ほとんど無被害　2.著しいずれ　3.全面的にずれ，破損　4.判定不能

K.基礎形式　1.独立基礎(玉石等)　2.布基礎　3.高基礎(一階がRCの車庫等の場合)  4.杭（種類と本数　　　　） 5.不明

L.基礎被害（木造・S造のみ）　1. 無被害　2.部分的　3.著しい(破壊あり)　4.不明

M.地盤変状　1. 無　2. 有 →（場所と形態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　例　建物直下／敷地南端，亀裂沈下，液状化（噴砂），土砂など
メモ欄
N. 増築            1.無　2.有　3.コメント(                     )
O. 家族・在宅人数　1.家族（　 　）名　うち　在宅（　 　）名　 2.不明

P. 人的被害状況　　1.死亡（　　 ）名，重傷（　 　）名，軽症（ 　　）名　2.無し　3.不明
Q. 破壊パターン：木造，S造の場合　下図の該当パターンに○

..　RC造の場合　記号を記入（別紙「RC造破壊パターン」参照）：   　               
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